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	応用
	抗原情報
	背景
	ADPリボシル化因子ファミリーのGTPase活性化タンパク質。小胞輸送、接着、細胞骨格構成を制御するシグナル伝達モジュールを形成する分子をまとめる足場として機能する可能性がある。おそらくPAK1を接着部と葉状仮足の先端に標的とすることで、細胞移動の速度、および突起の形成サイズと速度を増加させる。ARF1を含むADPリボシル化因子ファミリーメンバーのGTPase活性化タンパク質。多数のタンパク質と相互作用することで、受容体の内在化、接着斑のリモデリング、Gタンパク質共役受容体とチロシンキナーゼ受容体の両方によるシグナル伝達など、多くの細胞機能に関与するマルチドメイン足場タンパク質。PAK1活性化を介して、間期の微小管核形成を正に制御する（PubMed:27012601）。細胞質分裂の調節に役割を果たす。この機能については、ENTR1およびPTPN13も関与する経路で作用する可能性がある（PubMed:23108400）。局所複合体の動態の制御とRAC1の局所的活性化の両方によって細胞運動を促進する可能性がある（PubMed:10938112、PubMed:11896197）。接着斑におけるMAPK1/3シグナル伝達の足場として機能する可能性がある。EGF刺激後、Src依存性経路を介してMAPK1/3/ERK1/2を接着斑にリクルートし、細胞遊走を刺激する（PubMed:15923189）。脳の発達と機能において役割を果たしている。学習過程に必要なスパイン密度とシナプス可塑性の調節に関与している（類似性による）。樹状突起スパイン形態形成およびシナプス形成において重要な役割を果たす（PubMed:12695502、PubMed:15800193）。海馬ニューロンにおいて、ARHGEF7/beta-PIXなどのグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）をシナプス膜へリクルートする。これらは次にRAC1を局所的に活性化し、これがスパイン形態形成およびシナプス形成に不可欠なステップとなる（PubMed:12695502）。ARHGEF7/beta-PIXおよびFAK1を含むPiccolo/PCLOベースのタンパク質ネットワークのオリゴマー形成および形成を介して、シナプス前活性領域の組織化に寄与する可能性がある（類似性による）。ニューロンにおいて、リプリンαファミリーメンバーとの相互作用を介して、AMPA受容体（GRIA2/3）の細胞膜への適切なターゲティングに必要である可能性がある（類似性による）。 GABA(A) 受容体および ARHGEF7 と複合体を形成し、GABA(A) 受容体のシナプス安定性の制御、GPHN/ゲフィリン骨格の維持、ひいては GABA 作動性抑制性シナプス伝達の維持に重要な役割を果たします。これは、RAC1 および PAK1 下流エフェクターの活動を局所的に調整することで行われ、F-アクチンの安定化につながります (PubMed:25284783)。また、PAK3 を介した RAC1 下流シグナル伝達経路や、シナプス前入力における神経抑制性伝達の制御にも重要である可能性があります (類似性による)。骨折治癒中の骨再生の成功に必要です (類似性による)。膜内骨化における機能は、少なくとも部分的には、マクロファージによって発揮される可能性があり、その中で GIT1 は酸化還元恒常性、IL1B 産生、および解糖の重要な負の調節因子であり、ERK1/2/NRF2/NFE2L2 軸を介して作用します (類似性による)。骨折治癒過程における血管新生に関与する可能性がある（類似性に基づく）。この過程において、NEMOと「Lys-63」ユビキチン化されたRIPK1/RIP1との相互作用を増強することにより、骨間葉系幹細胞における標準的なNF-κBシグナルの活性化を制御し、最終的にVEGFAなどの血管新生因子の産生を促進する可能性がある（PubMed:31502302）。ホスホリパーゼC-γおよびERK1/2の活性化を介してVEGFシグナル伝達に必須であるため、内皮細胞の増殖および血管新生を制御する可能性がある（PubMed:19273721）。
	研究分野
	エンドサイトーシス; アクチンと細胞骨格を調節します; ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達;
	画像データ
	

	293T 細胞溶解物中の GIT1 発現のウェスタン ブロット解析。

